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Ⅰ．緒　言
　地域を担当する保健師は，住民同士の支え合いによる
相互作用から，住民同士がお互いの力を高め合い，住民
個々が持つ力や地域全体の力が高まることを期待してい
る。そのために保健師は，個別の関わりと併せて地域全
体を視野に入れたポピュレーションアプローチという手
法をとりながら，より健康レベルの高い地域づくりへと
発展させている。
　また，行政に所属する保健師は限られた財政とマンパ
ワーの中で，効果的・効率的な活動展開が求められてお
り，活動の成果を示していくこと，つまり「評価」が
重要である１）。活動の成果は，マネジメントを行ってい
くことによってもたらされる２）。すなわち，あらゆる活
動展開において，Plan-Do-SeeあるいはPlan-Do-Check-
Actionのマネジメントサイクルを意図的に運営していく
必要がある。
　マネジメントサイクルを運営するには，マネジメント
能力が必要である。これまで地域づくりにおける保健師
のマネジメント能力に関する実証研究は皆無であり，保
健師に必要な能力全般の中で，期待される能力として一
部説明されているものがある。そこには，マネジメント
能力として，＜効果的・効率的活動評価能力＞，＜関係
機関・関係者とのコーディネート＞など15の内容が示さ
れている３）が，地区活動におけるマネジメント能力と
しての記述はない。保健師に必要な能力の開発に関して
は，22年度から改正される保健師助産師看護師法において
免許取得後の研修が努力義務となったが，体系的な教育プ
ログラムの構築や教育体制整備など課題は山積している。
　また，保健師の能力は，その性質により習得の仕方に
違いがあり，個別援助能力や組織的対応能力などは実務
を通じて修得される４）。そこで，複雑な保健師の活動の
中で，効果的・効率的な活動展開に必要な能力を開発・
発展させていくには，アクションリサーチによって研究
者が実践者と協働しながら意図的に活動に関わり，成果
を確認しながら帰納的に実証していくことが有効である
と考えた。意図的に活動していくための根拠は，筆者の
先行研究５，６）で得られた知見を活用した。
　本研究の目的は，アクションリサーチとして研究者が
意図的に介入した地域づくりにおいて，保健師がマネジ
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　研究者が意図的に介入した地域づくりにおいて，保健師がマネジメント能力を開発・発展させた過程を研究者の関わりの
意図との関連で明らかにした。
　アクションリサーチを平成18年８月から平成19年８月まで行い，保健師の振り返り日誌と研究者自身による活動記録に基
づき，地域づくりにおいて保健師が発揮したマネジメント能力と研究者の関わりの意図を抽出した。それらを保健師と地域
の変化の局面ごとに整理し，マネジメント能力の開発・発展過程と研究者の関わりの意図を照合した。
　その結果，地域の目指す姿や課題の明確化およびマネジメント活動におけるしくみづくりについて，研究者が意図的に働
きかけたことにより，『地域づくりの先を見通して活動を計画する能力』など２つのマネジメント能力を開発させていた。
また，活動後に研究者が活動の成果と今後の課題を確認する働きかけを行ったことなどが影響し，『地域づくりの目指す姿
に照らして活動の成果を評価する能力』は，『評価した住民の主体性を根拠に地域づくりの活動の方向性を修正し具体的計
画へフィードバックする能力』に発展するなど２つのマネジメント能力を発展させていた。
　研究者の関わりの意図の特徴より，地域づくりにおけるマネジメント能力の開発・発展には，①地域づくりの目指す姿を
明確にする，②マネジメント活動を意識的に行いマネジメントサイクルを動かす，③しくみづくりを推進していく，④次の
活動につながる課題を整理する，⑤活動を随時批判的に振り返り意味づける，ことが有効であると示唆された。
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メント能力を開発・発展させた過程を明らかにし，効果
的・効率的な実践能力の高まりにつながる人材育成の方
法論に示唆を得ることである。
Ⅱ．用語の定義
１．地域づくり
　地域住民が描いている健康な生活を住民と保健師が共
有し，両者の協働による活動プロセスを通して地域住民
一人ひとりが役割をもち，地域ぐるみで健康な生活を営
める町をつくっていく活動とする。
２．マネジメント能力
　マネジメントサイクルを動かすために必要な能力と
し，知識・技術・態度を基盤に表現された行為のうち，
成果に結びついたものを能力とする。
３．マネジメント能力の開発・発展
　本研究の過程で新たに表出したマネジメント能力を開
発させた能力とした。発展させたマネジメント能力は，
既に発揮していたマネジメント能力と比較し，マネジメン
トサイクルを動かすためにより機能している能力とした。
Ⅲ．研究方法
１．対　象
　対象は，A市B地域を担当する保健師１名である。対
象選定にあたっては，自律して活動しながらも現状の活
動展開に困難を感じている事例をもっている保健師とし
た。その理由は，マネジメントサイクルを意識的に運営
していくことによって，より成果が期待できると考えた
からである。対象保健師は経験４年目であり，地区を担
当して１年目であったため，長年B地域を担当していた
経験20年以上の先輩保健師は，オブザーバーとしてアク
ションリサーチに参加した。
２．データ収集方法
　保健師自身による地域づくり活動の振り返り日誌，研
究者の活動記録，地区活動における研究者の参加観察記
録をデータとし，アクションリサーチの手法を用いて
データを収集した。なお，研究者とは，筆者のことであ
り，８年の保健師経験があり，看護マネジメントを専門
領域とする大学教員である。
３．データ収集期間
　平成18年８月から平成19年８月までの約12ヶ月間で
あった。
４．アクションリサーチ
　地域住民による主体的な健康づくりのための活動の促
進を地域づくりの目的として，保健師による地域づくり
活動に研究者として介入した。介入の場面は，保健師と
研究者による勉強会であり，その内容が研究者の活動記
録である。アクションリサーチでは，保健師が地域づく
り活動として，効果的・効率的に成果をもたらすしくみ
づくりができるように介入を行い，その成果としてマネ
ジメント能力が高まることを意図した。地域づくりにお
けるしくみとは，段階的な目標設定や資源投入７）であ
る。オブザーバーとして参加した先輩保健師は，保健師
と研究者との勉強会に参加し，地域の特徴に合った保健
師活動方法について助言を行った。
５．分析方法
　保健師自身による地域づくり活動の振り返り日誌と研
究者の活動記録から，地域づくり活動を確認し，活動の
目的・目標ごとにマネジメントサイクルで保健師の行為
とその成果を整理し記述した。成果は，地域づくりの活
動目的・目標に向かってマネジメントサイクルを動かし
た結果における目的の達成状況である。研究者の参加観
察記録は活動の成果を補完するデータとして活用した。
保健師の行為のうち，マネジメントサイクルを動かし成
果につながった行為を能力として変換し表現した。全活
動から抽出したマネジメント能力は，類似性にしたがっ
て分類整理しカテゴリー化した。
　研究者の関わりの意図は，研究者の活動記録から抽出
し，類似性に従い分類整理した。
　活動全体については，活動のプロセスを時系列に沿っ
て整理し，問題解決に向かっていく状況を変化と捉え，
保健師の変化あるいは地域の変化がみられた単位を１単
位として局面を区切った。
　最後に，保健師のマネジメント能力の開発・発展過程
を明らかにするために，マネジメント能力を発揮した過
程および研究者の意図を局面ごとに整理し，それぞれ照
合して関連を確認した。
６．倫理的配慮
　組織的な取り組みとなるように，当該施設の全職員に
対して研究について文書と口頭で説明を行い，組織的な
同意と個人の自由意思による同意を得て研究を開始し
た。活動の対象となる地域住民に対しては，研究につい
て口頭で説明を行い，同意を得た。また，個人情報の保
護に努め，個人が特定できる情報については，データ化
する時点で匿名化して扱った。研究計画については，千
葉大学看護学部倫理審査委員会にて承認を受けた。
Ⅳ．結　果
１．アクションリサーチの概要
　A市は，「互いに支え合い，安心して暮らし続けられ
るまちづくり」を目指している。B地域は，町村合併前
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の１つの行政区にあたり，人口は5,000人弱である。食
の面からは，「食生活改善推進協議会（以下，食改とす
る）の活動を通して，保健活動の目的を達成する」こと
を目標としている。アクションリサーチによる取り組み
は，活動が低迷している食改の組織育成を通じた地域の
食育の推進である。当初保健師は，食改活動が食改組織
メンバーのやりがいにつながらず，自立した活動になっ
ていないことを問題と感じていた。
　アクションリサーチで研究者が介入したのは，地域づ
くりの課題の確認のための検討会２回，活動計画や活動
の振り返りのために，１回につき約２時間かけた保健師
との勉強会17回，食改活動での参加観察３回，活動の報
告会１回の計23回であった。研究者は意図をもって，活
動の目指すものや活動のしくみを保健師の考えから導き，
マネジメントサイクルが運営できるように働きかけた。
　関わった当初は，食改組織の会長が交代した年であ
り，どのように運営していったらよいのか会長自身わか
らず，決まった行事をこなす，ということが精一杯だっ
た。そのため，活動の意味を十分に共有できずに各行事
の担当者が前例に習って行うという状態であった。そこ
で，目指す地域づくりの姿を実現するために，「食改の
役割を認識する」など活動の目標を整理し，保健師から
の情報提供や，活動成果のフィードバックができるしく
みを考え，役員会などの機会を利用して保健師が意図的
に食改メンバーに関わっていった。
　局面５にあたる年度末近くに行われた食育行事では，
役割分担がなされ，メンバーそれぞれの強みを生かした
活動になっていた。また，自分たちの活動としてメン
バー自身で動いていたと食改活動を保健師自身が評価す
るまでになっていた。さらに，その後に行われた総会で
は，１年間の活動を振り返り，自分たちが目指すものを
確認する中で，「高齢者と交流できることや子どもたち
が喜んでくれることがうれしい」や，「会員が少なく一
人ひとりの負担が大きい」など，一人ひとりの思いを表
現することができていた。また，今，組織が直面してい
る問題である会員の減少についても共通認識を持ち，翌
年度の総会では，その対策について食改メンバー自身で
考えるこができた。加えて，年度当初には食改活動の意
味を考えながら一年の活動計画を立て，その後の行事で
は，食改主導で活動を行えるようになった。
　アクションリサーチによる地域づくりの活動局面を図
１の横軸に示す。
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図１　局面別にみた研究者の意図と地域づくりにおける保健師のマネジメント能力の開発・発展過程
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２．保健師が発揮したマネジメント能力
　活動過程で保健師が発揮したマネジメント能力につい
て，局面５における活動の一部を例にあげて説明する。
斜体文字の部分は，保健師の振り返り日誌を基に保健師
の活動を整理し，文脈を変えずに筆者が記述したもので
ある。
　１月に，年間の大きな行事と位置づけられている就学
前の子どもを対象にした食育行事があり，保健師は，活
動支援と食改の活動を確認するために，行事に参加し
た。
　参加する中で，会長に不足している部分に対して，同
行していた栄養士が食改メンバーや行事の参加者がいる
前で注意し，自らが代わりにやってしまおうとする姿が
見られ，保健師は，その行為が不適切ではないかと感じ
た。その理由は，事務局（市の食改担当者）の役割は食
改の持つ力を活かすこと・引き出すことであると考えて
いるからであった。会長は，集団の前で話をすることに
慣れておらず，不安がある中でも今回は積極的に自分で
進行していこうとする姿が見られたので，保健師として
はそれをサポートしたいと考えた。もし，進行で不都合
なことが起これば，他のメンバーにサポートをお願いす
る等はするが，それまでは見守りたいと考えていた。ま
た，栄養士など事務局側のスタッフが出すぎてしまうこ
とで，事務局に依存する姿勢に戻っていくことも心配で
あった。この様子から，保健師は，保健師として食改に
対しどのように考えているか，また栄養士がどのように
考えているか，事務局側で共通認識が不十分ではないか
と感じた。そのため，共通の思いを持って食改に関わる
ことができるよう，思いの共有を図っていきたいという
思いをもった。また，食改活動をサポートする関係職種
の関わり方について見直しが必要であると考えた。
　この日は，会長が主に進行をつとめたが，声が小さい
などの不都合はあったものの，４月当初と比較して成長
が見られていた。今回の会長の働きに関して激励をする
と「子どもではないけれど，ほめられてほんとに嬉し
い」と非常に明るい表情で話された。この様子から保健
師は，会長に対するこれまでの自分の関わりの中に，プ
ラスのフィードバックが少なかったように感じた。その
ため，会長に限らず食改全体の“良いこと見つけ”がで
きるような目線と余裕を持ち，感じたこと，特にプラス
のフィードバックができるように意識していきたいとい
う思いをもった。そして，今回の経験を３月の総会時に
おける今年度の活動評価に活かしていきたいと考えた。
　上記に示した活動をマネジメントサイクルで整理した
結果，発揮したマネジメント能力は，次のとおりであっ
た。文章中発揮したマネジメント能力を［　］で示す。
食改行事に参加し，会長の活動を確認することと必要時
に援助していくことを計画したことから，［住民の活動
を把握・支援するための活動計画を立てる能力］，会長
の活動を認め励ますなど行動を起こしたことから，［当
事者を励まし動機づける能力］を発揮していた。行事に
参加し，目的に合った評価を行っていたことからは，［住
民活動を把握するという目的に合った評価を行い成果を
確認する能力］であった。その評価により，住民組織活
動への援助者が共通認識をもっていなかったことに気づ
き課題を導いたことから，［住民の活動を把握し問題状
況を捉える能力］であった。さらに，捉えた問題状況か
ら援助者が共通認識をもち，お互いの役割を認識する必
要性があると，次の課題を導くことができていたことか
ら，［援助者の役割と現状から具体的な課題を導く能力］
であった。また，会長を激励した成果を確認していたこ
とからは， ［住民の自信を引き出すために実施した援助
の成果と意味を確認する能力］，成果からこれまでの関
わりを振り返り，自分自身の援助を省察し，食改全体に
プラスのフィードバックが必要であると次の課題を導い
たことから，［活動の振り返りから住民の反応を評価し
次の課題を導く能力］であった。今回認識した援助の大
切さを住民の主体性を高めるための今後の活動に活かし
ていきたいという思いを持ったことからは，［住民の主
体性を高める援助を評価し次の活動計画につなげていく
能力］であった。
　以上のように，全活動から発揮したマネジメント能力
を整理した結果，64のマネジメント能力が確認でき，33
のサブカテゴリー，11のカテゴリーに集約できた。集約
されカテゴリー化されたマネジメント能力は次のとおり
であり，文章中『　』で示す。
　保健師はマネジメントサイクルの始まりとして活動の
計画を立てるために，『地域づくりの目的・目標を明確
にして活動を計画する能力』，『住民の自立した活動を阻
害する問題の解決法を思考する能力』，『地域づくりの目
指す姿に照らした成果を根拠に問題解決のための課題を
導く能力』，『地域づくりを効果的・効率的に推進するし
くみづくりを計画・推進する能力』，『地域づくりの先を
見通して活動を計画する能力』の５つのマネジメント能
力を発揮していた。
　計画を確実に実施していくために発揮したマネジメン
ト能力は３つあった。その内容は，『住民の力を支え主
体性を高める援助計画に基づいて当事者への働きかけを
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実施する能力』，『住民の活動状況など地域づくりに必要
な情報を収集し活用する能力』，『地域づくりの基盤整備
のために調整していく能力』であった。
　実施から評価を導き，次の計画にフィードバックする
ために発揮したマネジメント能力は３つあった。その内
容は，『住民の自立した活動へ導くための問題状況を確
認する能力』，『地域づくりの目指す姿に照らして活動の
成果を評価する能力』，『評価した住民の主体性を根拠に
地域づくりの活動の方向性を修正し具体的計画へフィー
ドバックする能力』であった。
３．保健師のマネジメント能力の開発・発展過程
　図１に，局面の進展を横軸，マネジメントサイクルの
過程を縦軸として，アクションリサーチによる研究者の
関わりの意図と，地域づくりにおいて保健師が発揮した
マネジメント能力を局面ごとに整理したものを示す。文
章中，研究者の関わりの意図を＜＞で示す。
　研究者は，アクションリサーチの開始時である局面１
において，＜保健師自身が捉えている課題の整理＞を意
図し，保健師の思いを聞き取った。その中で，食改活動
が食改組織メンバーのやりがいにつながらず，自立した
活動になっていないことを保健師は問題と感じており，
保健師として必要な関わりに迷いが生じていることを捉
えた。続く局面２では，＜保健師活動の振り返りによる
課題の整理＞を意図して保健師に働きかけ，保健師活動
の課題を導いた。
　保健師は，当初から『地域づくりの目的・目標を明確
にして活動を計画する能力』，『住民の自立した活動を阻
害する問題の解決法を思考する能力』，『住民の力を支え
主体性を高める援助計画に基づいて当事者への働きかけ
を実施する能力』，『住民の活動状況など地域づくりに必
要な情報を収集し活用する能力』，『住民の自立した活動
へ導くための問題状況を確認する能力』，『地域づくりの
目指す姿に照らして活動の成果を評価する能力』を発揮
していた。そこで，地域づくり活動の方向性を確認し，
効果的・効率的に活動を推進していくために，局面３で
は＜市として目指す地域づくりの姿の明確化と課題の整
理＞を意図し保健師に関わっていった。以上のように，
活動の計画段階においては，段階的に課題を整理し目指
す姿に照らして次の活動につながる課題を整理すること
が必要であった。
　このような過程の途中にあたる局面４で保健師は，こ
れまで食改組織の長が自立できていないことを問題の焦
点として考え，直接保健師が組織の長に働きかけていた
状況から，キーパーソンとなる食改メンバーの力を活用
し問題解決できた経験をした。その経験から，組織とし
て持っている力の評価を基に次の活動計画を修正し，活
動計画を具体化することができ，『評価した住民の主体
性を根拠に地域づくりの活動の方向性を修正し具体的計
画へフィードバックする能力』を発揮していた。この能
力は，『地域づくりの目指す姿に照らして活動の成果を
評価する能力』に比べ，よりマネジメントサイクルを動
かすことにつながる能力であることから，保健師が発展
させたマネジメント能力として捉えることができた。
　局面５では，『地域づくりを効果的・効率的に推進す
るしくみづくりを計画・推進する能力』を発揮してい
た。保健師はアクションリサーチの当初にはしくみづく
りについて意識していなかったことから，局面２から３
にかけて＜マネジメント活動の意識化＞，局面４から５
にかけて＜意図的なしくみづくりの推進＞をねらって研
究者が関わったことにより開発させたマネジメント能力
であると捉えることができた。このように，効果・効率
を考えた意図的な活動を意識していくことが必要であっ
た。
　また，局面４まで保健師は，問題状況を即時的に解決
できるように『住民の自立した活動を阻害する問題の解
決法を思考する能力』を発揮していた。同じく局面４で
は，研究者は＜住民の反応を捉えたアウトカム評価＞を
意図して保健師に関わり，局面５で保健師は，食改活動
の状況から住民組織の主体性を評価し，その上で主体性
を育むという援助の方向性について，関係職種と共通認
識をもつ必要性を次の課題として考えることができてい
た。このように保健師は，『地域づくりの目指す姿に照
らした成果を根拠に問題解決のための課題を導く能力』
を発揮しており，この能力は，根拠を持って次の活動を
導くことにつながることから，『住民の自立した活動を
阻害する問題の解決法を思考する能力』を発展させた能
力と捉えることができた。
　局面６で研究者は，＜しくみの構造評価＞，局面７で
は，＜マネジメント活動の振り返りによるプロセス評価
＞および＜活動の成果を根拠にした課題の明確化＞を意
図して保健師に関わり，一連の活動を終了した局面８で
は，市の事業として関わる関係職種に対して＜市の事業
としての成果の共有＞を意図して関わった。
　以上のような活動プロセスを経て，局面８では，食改
活動を継続させ，食育活動を通して地域づくりを行うに
は，食改組織への参加者数が低迷していることを食改組
織の問題としてメンバーが自覚し，その対策を食改組織
自体が考えていく必要性を捉え，保健師は次の活動を計
画していた。この場面では，『地域づくりの先を見通し
て活動を計画する能力』が発揮されており，市として目
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指す地域づくりの姿を描き，意図的に活動を展開できる
ように研究者が関わっていったことにより開発させた能
力として捉えた。
　『地域づくりの基盤整備のために調整していく能力』
は局面５から発揮されていたが，研究者の関わりの意図
に関連するものがみられず，開発されたマネジメント能
力として確認できなかった。
Ⅴ．考　察
１ ．マネジメント能力の開発・発展に関わる研究者の意
図の特徴
　地域づくりにおけるマネジメント活動の基点は，地域
づくりの目指す姿を明確にすることである。保健師は，
地域づくりの望ましい状態像をイメージすることを活動
準備期に行い８），住民組織と協働して健康という側面か
ら地域づくりを行っている。目指す姿を明確にすること
で，活動の方向性が確認しやすくなる。本研究において
保健師は当初から“自立した（住民組織）団体”という
目標をもっており，目指すものを持ってはいたが，具体
的な援助方法を決定するまでにはいかず，迷いが生じて
いた状態であった。そこで，保健師が根拠を持って課題
を捉え次の活動を具体化することができるように，まず
は，＜保健師活動の振り返りによる課題の整理＞を意図
し，次に，保健師の思いと市としての方向性がぶれない
ように，＜市として目指す地域づくりの姿の明確化と課
題の整理＞を意図して関わっていた。また，活動後に研
究者は，＜住民の反応を捉えたアウトカム評価＞，＜し
くみの構造評価＞や＜マネジメント活動の振り返りによ
るプロセス評価＞を意図して活動の成果を明確にするよ
うに働きかけた。さらに，＜活動の成果を根拠にした課
題の明確化＞を意図して課題を確認する働きかけを行っ
ていた。評価とは，行った活動に価値を見出し表現する
ことである９）ため，「価値」である目指す姿に照らして，
どこまで実現しているのか，何が課題なのか，を明確に
し，実践を意味づけていく必要があり，それが次の計画
にフィードバックできる活動の根拠となる。このよう
に，研究者の関わりの意図には，地域づくりの目指す姿
を描き方向性を導くこと，活動の振り返りを行うこと，
次の活動へつながる課題を整理することが特徴的であっ
た。その結果，『地域づくりの先を見通して活動を計画
する能力』が新たに開発され，『地域づくりの目指す姿
に照らした成果を根拠に問題解決のための課題を導く能
力』など既存のマネジメント能力に比して，マネジメン
トサイクルを動かす機能が強化されたものもあり，マネ
ジメント能力の発展へとつながった。
　また，保健師は，最初はしくみが何を意味するものな
のか，よくわからないという感想をもっていた。しかし，
＜マネジメント活動の意識化＞，＜意図的なしくみづく
りの推進＞を意図して研究者は保健師に関わり，保健師
自身がしくみづくりを意図的に進め，その成果を確認し
た経験を経て，保健師の活動展開に必要な『地域づくり
を効果的・効率的に推進するしくみづくりを計画・推進
する能力』が開発されていた。しくみづくりは，保健師
が行うマネジメントの特徴10）でもあり，研究者の意図
の特徴としてみられるマネジメント活動の意識化としく
みづくりの推進は，マネジメント能力を開発・発展させ
るキーとなる要因であると考える。
２．地域づくりを促進するマネジメント能力
１）計画に必要な保健師のマネジメント能力の開発・発展
　マネジメントサイクルの計画の段階では，『地域づく
りの目的・目標を明確にして活動を計画する能力』，を
保健師は早期から発揮していた。この計画を戦略的に推
進するために活用したのがしくみであり，『地域づくり
を効果的・効率的に推進するしくみづくりを計画・推進
する能力』が必要であった。地域づくりにおける効率と
は，活動の根拠によって活動の方向性を導き具体的な活
動になることである11）。また，『住民の自立した活動を
阻害する問題の解決法を思考する能力』も早期から発揮
していたが，真の問題を見極め根拠ある活動としてマネ
ジメントサイクルを動かすには，『地域づくりの目指す
姿に照らした成果を根拠に課題を導く能力』が必要で
あった。局面８に発揮していた『地域づくりの先を見通
して活動を計画する能力』は，地域づくりの全体を考え
た上で問題や課題の本質を見抜き，直面する問題の解決
や課題を達成するために必要な能力である。あわせて，
地域づくりの方向性を見極め地域の課題を中・長期的に
予測することが必要であるため高度な能力であると言え
る。
２）実施に必要な保健師のマネジメント能力の開発・発展
　マネジメントサイクルを次の段階に進めていくには，
根拠をもったぶれない計画としくみが重要な意味をもっ
ていた。このしくみづくりの過程で，関係する機関や人
への働きかけが必要であった。そのために発揮したマネ
ジメント能力は，『住民の力を支え主体性を高める援助
計画に基づいて当事者への働きかけを実施する能力』，
『住民の活動状況など地域づくりに必要な情報を収集し
活用する能力』，『地域づくりの基盤整備のために調整し
ていく能力』であった。これらの能力は，保健師が直接
住民と関わっていくときに必要な能力であり，援助者と
して当然持つべき技術的能力12）である。
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　実施に必要なマネジメント能力のうち，新たに開発さ
せた能力や，マネジメントサイクルを動かすために機能
強化した能力はみられなかったが，保健師は，戦略的な
計画に沿って行動していくことでマネジメント能力を発
揮していくことができていた。さらに，地域づくりの目
指す姿として “住民の主体性の高まり”が明確になって
いることで，実施したことを次の段階の評価へと進めて
いくことができていた。
３）評価に必要な保健師のマネジメント能力の開発・発展
　評価の段階では，当初から『住民の自立した活動へ導
くための問題状況を確認する能力』，『地域づくりの目指
す姿に照らして活動の成果を評価する能力』を発揮して
いた。活動を発展的に継続させていくためには，評価を
次の活動につなげていくことが必要であり，『評価した
住民の主体性を根拠に地域づくりの活動の方向性を修正
し具体的計画へフィードバックする能力』が必要であっ
た。このように保健師は，常に活動を振り返り，問題状
況を確認して地域づくりの課題へと転換し，次の活動へ
つないでいくことが必要である。しかし，活動評価の内
容によって次の活動の質が異なってくることも考えられ
る。そのためにも活動の目指す姿や目標を明確にするこ
とによって，評価指標を示すことが重要であると考え
る。評価指標を明確にすることで具体的な成果の予測に
基づいた活動13）になる。また，マネジメントサイクル
を動かすためには，フィードバックループを描くことが
重要14）であり，アクションリサーチによる保健師への
介入により，評価段階で必要なマネジメント能力が発展
し，地域づくりの推進につながっていった。
３ ．地域づくりにおける保健師のマネジメント能力の開
発・発展への示唆
　アクションリサーチによりマネジメント能力の開発・
発展過程を検証した本研究において，地域づくりを効果
的・効率的に推進するマネジメント能力の開発・発展が
確認できた。アクションリサーチは，絶えず，実践を実
践者と研究者が共に振り返り，内省し，評価しながら次
の実践に活かしていくリフレクティブ・サイクルが含ま
れている15）ことから，on the job trainingとしての意義も
あり，人材育成の方法論として有効であった。その結果，
研究者の関わりの意図の特徴により，地域づくりにおけ
るマネジメント能力を開発・発展させる方法として次の
知見が見出された。
　地域づくりにおける保健師のマネジメント能力の開
発・発展には，①地域づくりの目指す姿を明確にする，
②マネジメント活動を意識的に行いマネジメントサイク
ルを動かす，②しくみづくりを推進していく，④次の活
動につながる課題を整理する，⑤活動を随時批判的に振
り返り意味づける，ことが有効であり，主体的な保健師
の成長に向けて応用できる知見であった。
Ⅵ．結　語
　地域づくりにおける保健師のマネジメント能力の開
発・発展過程を実証的に明らかにし，人材育成の方法論
に示唆を得た。開発・発展したマネジメント能力は，マ
ネジメントサイクルを効果・効率的に運営するために必
要な能力であった。日々の実践において主体的に能力を
開発・発展させていくことは，看護専門職である保健師
の責務でもある。本研究により得られた人材育成の方法
論は，主体的なキャリア発達へ提言できる知見であっ
た。
　今後はさらに事例数を増やし，保健師の発達段階に照
らした検証が必要である。
　本論文は，千葉大学大学院看護学研究科における博士
学位論文の一部に加筆・修正を加えたものである。
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THE PROCESS OF CREATING AND DEVELOPING OF THE MANAGEMENT SKILLS PUBLIC
 HEALTH NURSE NEEDED FOR COMMUNITY DEVELOPMENT
－ collaborative approach by researcher and practitioner－
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 The study aimed to clarify the process creating and developing the management skills needed to promote 
effective community development with relation to intention of researcher. To investigate the process of creating and 
development the skills, I conducted an “action research project over 12 months with PHNs. Management skills of 
PHN in community development and researchers intentions were identified from records of activities by researcher 
and reflection notes of practice by PHN. These arranged by the phase which PHN and community changed. The 
management skills checked with researchers intention of lobbying that showed positive results. The public health nurse 
developed totally 2 abilities which skills such as “the ability to plan her activities predicting issues of community in 
future. In addition she progressed totally 2abilities which skills such as “the ability to correct direction and to feedback 
to plan based evaluate autonomy of residents from “the ability to evaluate outcome of her activities according to the 
community visions. Key factors in the creation and the development of these skills seem to be following: 1）focusing 
a vision and developing a strategic plan, 2) moving management cycle, 3）establishing mechanisms for promoting 
efficient and effective community development, 4) organizing activities leading to the next challenge and 5) reflecting 
the activities at any time and meaning the activities associate.
